
京都府
F i l e  N o. 01

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 16,366 3,102 269

不登校（人） 2,291 3,919 1,095

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,904 1,857 1,701 1,648 1,542
採用予定者数 400 420 370 370 400

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移

面　積 4,612 ㎢
人　口 2,506,128人
府の花 しだれ桜
府の木 北山杉
府の鳥 オオミズナギドリ

京都府の
教員に必要な

5つの力

○気づく力　児童生徒一人一人を深く理解し，寄り添った指導ができるよう，小さな変化にも気づくことができる力　○
伸ばす力　豊かな人間性と高い専門性に基づく優れた指導力を有し，児童生徒一人一人が豊かな未来を切り拓いていける
よう，それぞれの個性や能力を最大限に伸ばすことができる力　○挑戦する力　探究心や自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代
の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を高めながら，諸課題の解決に向け，挑戦することができ
る力　○つながる力　他の教職員，保護者や地域社会，多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担しながら，組織的・
協働的に諸課題を解決するため，チームの一員としてつながることができる力　○展望する力　次代を担う人材に必要な
学びを提供できるよう，広い視野で時代や社会，環境の変化を的確につかみ取り，未来を展望することができる力

出願期間 公開日　３月19日（水）　電子申請　３月24日（月）正午～５月12日（月）正午

試験日程

１次試験　試験日　筆記：６月14日（土）　面接：６月28日（土）・29日（日）・７月５日（土）・６日（日）の指定
した１日　　合格発表日　８月１日（金）
２次試験　試験日　実技：８月14日（木）・15日（金）の指定した１日　面接：８月19日（火）～25日（月）の指
定した１日　　合格発表日　９月19日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小特（小）］〈一般採用枠〉〈北部採用枠〉〈小中連携推進枠〉　［中特（中）］〈一般採用枠〉国語，社会，数学，理科，音楽，
美術，保健体育，技術，家庭，外国語（英語）〈北部採用枠〉一般採用枠と同じ教科〈小中連携推進枠〉数学，理科，技術，
外国語（英語）　［高特（高）］〈一般採用枠〉国語，地理歴史・公民，数学，理科，保健体育，音楽，美術，外国語（英語），家庭，
情報，農業，工業，商業，水産〈北部採用枠〉一般採用枠と同じ教科　［特］〈一般採用枠〉〈北部採用枠〉　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　●障害者特別選考　●スペシャリスト特別選考　［中］理科，［高］理科，保健体育志願者対象。１次は小
論文と個人面接，２次は個人面接と実践力テストのみ。●セカンドキャリア特別選考　［中］技術，［高］情報，農業，工
業，水産志願者対象。１次は小論文と個人面接のみ。●社会人経験者特別選考　普通免許状非所有者対象。合格者は
免許状取得のために名簿登載期間の延長可能。●スポーツ・芸術分野特別選考　［高］志願者対象。１次は専門と個人
面接のみ。●大学推薦特別選考　［小特（小）・中特（中）・高特（高）・特］志願者対象。１次の教職と専門を免除。●京都
府「教師力養成講座」修了者に係る大学推薦特別選考　［小特（小）・特］及び［中特（中）・高特（高）］一部教科の志願者
対象。１次の教職と専門を免除。■一部試験免除　●前年度合格試験　前年度の小論文，教職，専門それぞれで基準
を満たした試験を免除。●大学３年生等チャレンジ選考合格試験　前年度に基準を満たした試験を免除。●前年度追
加合格候補者　１次を免除。●中・高外国語（英語）　規定の資格所有者は，１次の専門と２次の実技を免除。●応用
情報技術者試験合格者　［高］情報志願者対象。１次の専門を免除。●京都府内講師等特例　１次の教職と専門，又は
１次の教職を免除。●他府県現職　全ての筆記，又は１次の小論文と教職を免除。●元京都府正規教員　１次の教職
と専門を免除。●前年度大学推薦　前年度試験を大学推薦で受験し１次に合格した者は，１次の教職と専門を免除。

新規情報

■３年生受験　全校種対象。■奨学金返還支援　北部枠採用者対象。■初任給　小・中・義務教育学校教諭，地域手当5.4％の場合，
大卒約282,000円，修士修了約297,000円。他に扶養手当，住居手当，部活動手当等が支給される。■初任者研修　「ホスピタリ
ティ」を大切にした心理的安全性の高い研修環境づくり，教職生涯を支える基礎基本の知識や技能育成と新たな教師の学びの姿の実
現，初任者が体験的・経験的に「今求められる学び」を身に付けられること，理論と実践の往還を実現する中で自らが探究的に学びを
深めることに留意。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島勤務　義務ではない。■懲戒処分の指針　策定し，HPに公開。
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　学習指導要領では総則と道徳教育が頻出である。

今年度，総則からの出題はなかったものの，前文が

出題された。また，道徳教育では「道徳教育の進め方 

京都式ハンドブック」（2018年）が出題された。こ

のほか，学習指導要領改訂を問う問題が出題されて

いる。

　教育原理（特別支援教育，人権教育等）のうち，特

別支援教育では，「通常の学級に在籍する障害のあ

る児童生徒への支援の在り方に関する検討会議報

告」（2023年）の理解を問う問題と，障害を理由と

する差別の解消の推進に関する法律に関する問題が

出題された。情報教育では，「学校教育情報化推進計

画」（2022年）と「教育情報セキュリティポリシーに

関するガイドライン」（2025年）が出題された。キ

ャリア教育では，「教育振興基本計画」（2023年）か

らキャリア教育の理解を問う問題が出題された。

　生徒指導では例年さまざまな領域から出題されてお

り，今年度は「生徒指導提要」（2022年）から生徒指導

の構造を問う問題や自殺予防のための学校の組織体

制と計画に関する問題に加えて，「いじめの重大事態の

調査に関するガイドライン」（2024年）が出題された。

　教育時事では，「教育振興基本計画」（2023年）や

「OECD生 徒 の 学 習 到 達 度 調 査2 0 2 2年 調 査

PISA2022のポイント」（2023年）のほか，学習指導

要領の改訂に向けた議論である「今後の教育課程，

学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検

討会　論点整理」（2024年）も出題されている。が

出題された。また，ご当地問題として「京都府教員等

の資質能力の向上に関する指標」（2024年）から教

員の基本的資質能力を問う問題が，「第2期京都府教

育振興プラン」（2021年）から「目指す教育の姿」に

関する問題が，それぞれ出題されている。

　教育法規では，憲法と地方公務員法，教育公務員

特例法が出題された。

　教育心理は幅広い領域から出題されている。今年

度は防衛機制に関する問題と，レディネスや発達の

最近接領域，ピグマリオン効果に関する問題が出題

された。重要理論名とその特徴を押さえたい。

▶幅広い理解が求められる特別支援教育と生徒指導
▶頻出の情報教育とキャリア教育
▶�教育時事ではご当地問題も

＊「地域」には「学習指導要領」，「教育時事」も含まれる。
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